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［金融共済部　貯金共済課］

橋
はし

本
もと

　宏
ひろ

子
こ

　

美
瑛
町
産
の
生
乳
１
０
０
％
で
作
ら
れ
た

「
北
海
道
プ
レ
ミ
ア
ム
美
瑛
牛
乳
」
の

販
売
・
提
供
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
で
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ

の
牛
乳
で
す
が
、
地
産
地
消
を
目

的
に
町
内
の
全
小
中
学
校
で
、
新

学
期
か
ら
学
校
給
食
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。「
地
元
の
牛
乳

で
す
く
す
く
育
っ
て
」
と
、
保
護

者
か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

学
校
給
食
に
使
用
さ
れ
る

２
０
０
ml
パ
ッ
ク
は
「
給
食
の
牛

乳
は
な
ぜ
美
瑛
産
の
も
の
で
は
な

い
の
か
」
と
い
う
素
直
な
疑
問
か
ら
、
地
産
地

消
を
推
進
す
る
Ｊ
Ａ
び
え
い
が
企
画
し
、
町
行

政
の
協
力
を
得
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
年
金
友
の
会
で
総
会

　
　
　
会
長
に 

谷
口 

健
三 

氏
（
再
任
）

　
地
産
地
消
で
児
童
生
徒
に

プレミアム美瑛牛乳

町内全小中校で提供

お気軽にご相談を
　組合員の皆さんの保障につ
いて、お気軽にご相談いただ
けるように、新たに３名の外
務員を採用しました。
　この４月から、皆さんのも
とへお伺いしておりますので、
今後ともよろしく
お願いします。

［金融共済部　貯金共済課］

腰
こし

越
ごえ

　直
なお

美
み

［金融共済部　貯金共済課］

常
とき

盤
わ

　繭
まゆ

子
こ

　

年
金
友
の
会
の
第
36
回
総
会
が
４
月
10
日
、

Ｊ
Ａ
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
開

催
を
前
に
、
物
故
者
の
御
霊
に
黙
祷
が
さ
さ

げ
ら
れ
、
今
年
傘
寿
を
迎
え
る
16
名
の
会
員
に

谷
口
会
長
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
収
支
報
告
や
事
業
計
画
が
提
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
会
則

の
変
更
も
承
認
さ
れ
、
現
行

の
理
事
８
名
を
６
名
体
制
に

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
役
員
の
選
任
で
は
、
谷

口
健
三
氏
を
再
任
し
、
別
記

の
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（平成 27年度～平成 28年度）

役職名 氏　名（敬称略）

会　長 谷　口　健　三

副会長 江　花　一　治

〃 遠　藤　雄　治

理　事 古　村　眞　一

〃 鈴　木　　　平

〃 大　原　正　美

〃 長谷川　　　清

〃 佐　藤　正　義

〃 平　間　敏　明

監　事 佐　藤　義　雄

〃 有　富　一　幸

　

美
瑛
牛
乳
は
「
北
海
道
保
証
牛
乳
㈱
」
が
製

造
し
、
乳
脂
肪
分
３
・
７
％
以
上
、
無
脂
肪
固
形

分
８
・
５
％
以
上
で
、
一
般
的
な
牛
乳
と
比
較

し
て
も
ク
リ
ー
ミ
ー
な
味
わ
い
が
特
徴
で
飲
み

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

美
瑛
町
の
生
産
者
26
戸
に
よ
る
単
一
Ｊ
Ａ
限

定
生
産
で
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
同
社
か
ら
は
１

リ
ッ
ト
ル
入
り
の
紙
パ
ッ
ク
が
各
地
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
観
光
客
に
も
人
気
は
あ
っ
た

も
の
の
、
大
き
す
ぎ
た
た
め
適
量
な
サ
イ
ズ
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
小
さ
な
パ
ッ
ク
の
登

場
で
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
売
れ
行
き
に
も
注
目

で
す
。

　

２
０
０
ml
パ
ッ
ク
は
、
現
在
は
ホ
ク
レ
ン

シ
ョ
ッ
プ
美
瑛
店
や
美
瑛
選
果
な
ど
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

年金友の会新役員
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　農協改革に関連する農協法改正案が 3日に閣議決
定され国会に提出された。5月の連休明けから審議
が始まる見通しで、国会で成立すれば来年の 4月に
施行される予定だ。
　柱はＪＡグループを束ねるＪＡ全中の一般社団法
人化についてや、ＪＡ・農業委員会の制度変更で、
政府は農業者の所得増大目標を掲げるものの、農業
者や農業団体からは「どのようにして所得の拡大を
図ることができるのか」との疑問の声が圧倒的に多
い。国は丁寧な説明をすべきだ。
　現在、ＪＡ全中や傘下の都道府県中央会は、農協
法においてＪＡの指導や監査などの権限が認められ
た特別な法人として位置づけられている。しかし、
この改革により中央会の位置づけや権限が規定され
た同法の条文が削除されてしまうと、１９５４年に
創設された中央会制度はなくなってしまう。これに
伴い２０１９年 9月までにＪＡ全中は一般社団法人
に、ＪＡ北海道中央会などの都道府県中央会は「ホ
クレン」などと同列の“農協連合会”に移行される
ことになる。
　ＪＡ全中の監査部門は、新たな監査法人として独
立し、ＪＡは決算監査の際に他の監査法人を選択で
きるようになる。農水省は中央会制度の廃止につい
ては「ＪＡが独自な経済活動を行い、農業所得の向
上に全力投球をできるようにする。制度に定められ
た監査・指導などの権限でＪＡ全中がＪＡを縛り自
由な経営を阻害してきた」という見方だが、事実
上ＪＡ実務の上からは「中央会に縛られてきた」と
いう感じはない。どのようなことでこのような意見
が出てきたのかには理解に苦しむ点が多いのである。
　監査についても、一般の監査法人では農業者の実
情をどれだけ理解しているか分からないが、ＪＡ全
中から独立する監査法人に引き継がれることが予想
される。中央会制度の廃止が地域農業の活性化にど
のように寄与するのかは不透明のままだ。

農協改革関連法審議に
農業所得向上は
不透明のままで

　組合員の皆さんで農業経営を堅
実に行い、後継者への継承を基本
として「早坂・齊藤顕彰会」が推薦・
選考を進めていた平成 26 年度の
顕彰者に上田昌宏さん ( 旭第４) と
尾形富男さん（北瑛第１）の両氏
が選考されました。
　また、美瑛町農業の振興とＪＡ
運動の発展に役立つことを目的と
して昨年創設された「遠藤顕彰」
には佐渡志郎さん（豊栄）が選ば
れました。
　北海道報徳社が行う、苦難を乗
り越え農業の発展に尽くされた方
に贈られる「北海道報徳農業善行
賞」の受賞者には、藤田文子さん
( 水沢新生 ) が選ばれました。
　受賞の４氏には総代会の開会前
に参加総代各位が見守る中、大西
代表理事組合長から表彰状などが
手交されました。おめでとうござ
います。

　　

ク
ミ
カ
ン
窓
口
が

　
　

変
更
と
な
り
ま
し
た

　

ク
ミ
カ
ン
窓
口
の
利
便
性
を
高
め
る

た
め
本
所
２
階
を
改
修
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　

移
転
先
は
本
所
２
階
の
階
段
正
面
で

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

北海道報徳農業善行賞
藤田　文子さん (水沢新生 )

平成 26 年度の顕彰

早坂・齊藤顕彰
上田　昌宏さん（旭第4）

早坂・齊藤顕彰
尾形　富男さん（北瑛第1）

遠藤顕彰
佐渡　志郎さん (豊栄 )
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試
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
事
業
の
真
価

　

営
農
と
経
済
の
拠
点
的
な
役
割
を
最
重
要
に

　

本
年
度
は
役
員
改
選
年
で
、
別
掲
の
新

役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
今

年
は
総
代
の
改
選
年
で
も
あ
り
、
Ｊ
Ａ
運

営
者
、
同
決
議
機
関
と
し
て
の
総
代
も
規

程
に
従
い
選
出
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
推
進
に
係
る
施
設
取
得
で

は
、
振
興
作
物
の
増
反
に
伴
う
施
設
取
得

で
共
同
育
苗
施
設
（
建
物
・
機
械
）
精
米

所
の
設
備
更
新
な
ど
が
承
認
さ
れ
、
国
庫

補
助
に
よ
る
取
得
を
前
提
に
10
億
７
千
万

円
余
の
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

特　　集

第 64回
通常総代会

試
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
事
業
の
真
価

　

営
農
と
経
済
の
拠
点
的
な
役
割
を
最
重
要
に

混
迷
す
る
Ｊ
Ａ
環
境
を
反
映

　
　

多
彩
な
意
見

　

Ｊ
Ａ
の
総
代
会
は
、
事
業
実
践
の
成
果

や
、
組
合
員
経
済
の
拠
り
所
と
し
て
の
Ｊ

Ａ
事
業
の
１
年
に
区
切
り
を
つ
け
る
大
切

な
議
論
の
場
で
あ
り
、
今
年
度
も
多
彩
な

意
見
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
第
64
回
通
常

総
代
会
で
は
、
全

総
代
数
２
４
０
名

の
う
ち
、
書
面
議

決
を
含
め
た
参

加
者
は
２
２
４
名
。

総
代
会
へ
の
提
出
議
案
は
10
件
。
報
告
事

項
は
２
項
目
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
は

役
員
の
改
選
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
別

掲
の
役
員
19
名
（
理
事
14
名
・
監
事
５
名
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
や
農
業
の
環
境
が
急
変
す
る
中
、
准

組
合
員
制
度
の
あ
り
方

が
Ｊ
Ａ
改
革
の
ひ
と
つ

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
准
組
合
員

の
資
格
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
特
徴
的
な
も
の

と
な
り

ま
し
た
。

理
事
者

拠
出
の

案
件
は

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
予
断
を
許
さ
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関

連
し
て
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
国
際
貿
易
交
渉
か
ら

北
海
道
を
守
り
抜
く
決
議
案
」
や
「
Ｊ
Ａ

改
革
に
関
す
る
決
議
案
」
が
満
場
の
拍
手

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
64
回
通
常
総
代
会
は
４
月
６
日
、
Ｊ

Ａ
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
こ
の
日
は
開
会

宣
言
に
先
立
ち
、
各
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
、

早
坂
・
齊
藤
顕
彰
２
名
、
遠
藤
顕
彰
１
名
、

北
海
道
報
徳
農
業
善
行
賞
１
名
（
い
ず
れ

も
別
掲
）
に
大
西
代
表
理
事
組
合
長
か
ら

賞
状
や
副
賞
が
手
交
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
出
席
者
全
員
で
Ｊ
Ａ
綱

領
を
朗
唱
。
開
会
挨
拶
に
立
っ
た
大

西
代
表
理
事
組
合
長
は
別
掲
の
通
り
、

事
業
計
画
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
Ｊ
Ａ
改

革
に
係
る
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
浜
田
町
長
、
竹

内
道
議
会
議
員
、
齊
藤
美
瑛
町
議
会

議
長
、
中
島
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
旭

川
支
所
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
挨

拶
。
そ
の
後
、
本
総
会
に
来
賓
と
し

て
招
か
れ
た
23
名
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
事
進
行
役
の
議
長
に
は
、
谷
秀
雄
さ

ん
（
豊
栄
）
と
坂
田
昌
則
さ
ん
（
置
杵
牛

中
央
）
の
２
氏
が
選
出
さ
れ
、
提
出
議
案

の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

決
算
報
告
で
は
、
平
成
26
年
度
の
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
全
国
監
査
機
構

監
査
、
監
事
監
査
報
告
等
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
議
案
で
は
こ
の
１
年
の
事
業
活
動

の
成
果
と
し
て
の
剰
余
金
処
分
案
、
平
成

27
年
度
の
事
業
計
画
の
設
定
、
賦
課
金
の

徴
収
方
法
、
役
員
報
酬
の
決
定
、
役
員
の

選
任
な
ど
、
10
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
任
19
名　

特
別
決
議
で
承
認

第1096号　平成27年5月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
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予
断
を
許
さ
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
新
た
な

方
向
性
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
で
す
が
、
米

国
は
自
由
貿
易
を
主
張
し
関

税
撤
廃
を
要
求
す
る
動
き
の

強
ま
り
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

加
え
て
Ｊ
Ａ
改
革
で
は
、
系
統
組
織
に

自
己
改
革
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
「
北
海
道
改
革
プ
ラ
ン

平
成
27
年
度
の
運
営
方
針
か
ら

実
行
計
画
指
針
」
示
し
、
全
体
で
の
取
組

み
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
自
己
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
組
合
員

の
収
益
向
上
・
確
保
の
取
組
み
と
し
て
「
川

下
の
ニ
ー
ズ
」
の
重
視
の
追
求
、
組
合
員

皆
さ
ん
の
努
力
が
適
切
に
反
映
さ
れ
る
販

売
方
法
の
構
築
、
生
産
資
材
コ
ス
ト
の
削

減
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
の
重
点
と

し
て
は
、
多
様
化
す
る
担

い
手
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
Ｊ
Ａ

組
織
の
機
構
を
見
直
し
「
営
農
販
売
一
貫

体
制
」
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
す
る
た
め

に
、
事
業
の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

営
農
指
導
事
業
で
は
、
行
政
・
農
業
振

興
機
構
と
の
機
能
・
役
割
を
強
固
な
も
の

と
し
な
が
ら
、
後
継
者
パ
ー
ト
ナ
ー
対
策

や
新
規
就
農
対
策
、
農
地
集
積
、
担
い
手

に
対
す
る
支
援
、
農
作
業
労
務
対
策
を
さ

ら
に
進
め
ま
す
。

　

販
売
事
業
で
は
、
振
興
作
物
と
し
て
加

工
玉
ね
ぎ
、
ト
マ
ト
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の

増
反
支
援
等
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

購
買
事
業
で
は
、
予
約
購
買
を
前
提

に
、
資
材
コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め
、
信
用
・

共
済
事
業
で
は
組
合
員
を
は
じ
め
と
す
る

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
っ
た
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
・
共
済
」
事
業
を

目
指
し
ま
す
。

　

第
９
次
地
域
農
業
振
興
計
画
が
ス
タ
ー

ト
し
て
２
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
経

営
戦
略
の
着
実
な
実
践
に
努
め
ま
す
。

JA と町が一体となり
美瑛町農業発展の道を
切り拓いていきたい

【浜田町長開会あいさつ／要約】　

　今年は少し早い雪解けで、春作
業も順調に進むのではないかと期
待しているところであります。
　昨年の農業状況につきましては、
コメの青未熟米の発生などがあっ
たものの、一方では良い出来秋を
迎えることもできたと伺っており
ます。今年度も良い天気が続き、
豊穣の秋を迎えられることを期待
しております。
　一方で、農業をめぐる環境は大
きく変化しています。農協改革や
TPP、食料自給率の引き下げな
ど、さまざまな政治的変革を迎え
ております。全てが農業にとって
マイナスになるとも限りませんが、
我々は地域の発展のために農業を
しっかりと維持し、農家の方々に
活躍をしていただかなかればなら
ないと考えております。
　農業の運営におきましても、土
づくりや、高品質化、ブランド化、
マーケットへの対応など、JA と
協力して進めていき、美瑛町農業
の発展の道を切り拓いていきたい
と考えております。

美瑛町農協名誉組合員／遠藤秀孝　美瑛町長／
浜田　哲　北海道議会議員／竹内英順　美瑛町
議会議長／齊藤　正　ＪＡ北海道中央会旭川支
所長／中島清浩　ＪＡ北海道信連旭川支所長／
中村雅光　ホクレン旭川支所長／河内直人　Ｊ
Ａ共済連北海道本部旭川支所長／近藤修一　Ｊ
Ａ北海道厚生連旭川厚生病院事務次長／工藤和
寛　上川生産連農業振興部次長／藤谷哲雄　上
川中央農業共済組合組合長理事／市田敏行　北
海道農業公社上川支所長／今野一憲　上川農業
改良普及センター大雪支所長／佐藤千代志　美
瑛町農業委員会会長／川﨑章道　美瑛町農民連
盟執行委員長／小野寺雅芳　美瑛土地改良区理
事長／福家敏春　しろがね土地改良区理事長／
岡田幸男　美瑛町森林組合代表理事組合長／喜
多善一　美瑛通運（株）代表取締役社長／中村
清志　上川中央部農協内部審査協議会内部審査
員／野村祐司　美瑛町農林課長／大西能正　日
本甜菜製糖（株）上川中部センター長／角田克
也　びえいフーズ㈱代表取締役／國重泰生

第 64 回通常総代会
来賓ご出席のみなさん

　　　　　　　（順不同・敬称略）

◇ご祝辞

美瑛町長　浜田　哲

北海道議会議員　竹内　英順

美瑛町議会議長　齊藤　正

JA北海道中央会旭川支所長　中島　清浩
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付
加
価
値
ア
ッ
プ
の

　

施
設
を
有
効
活
用

　

総
代
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

播
種
・
定
植
作
業
に
加
え
て
、
本
格
的

な
春
耕
期
を
迎
え
、
何
か
と
ご
多
用
の

中
、
多
数
の
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
、

第
64
回
の
通
常
総
代
会
を
開
催
で
き
ま

す
こ
と
を
、
重
ね
て
お
礼
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
気
象
異
変
が
伝
え
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
本
年
の
融
雪
に
つ
き

ま
し
て
、
当
Ｊ
Ａ
の
定
点
に
よ
る
融
雪

調
査
で
は
４
月
４
日
が
予
想
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
例
年
よ
り
６
日
早
い
融

雪
で
あ
り
、
順
調
な
春
作
業
ス
タ
ー
ト

が
切
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
３
月
10
日
早
朝
、
低
気
圧

の
影
響
に
よ
り
本
町
観
測
で
最
大
瞬
間

風
速
31
．
５
ｍ
の
突
風
が
育
苗
ハ
ウ
ス

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
鉄
骨
の
損
傷
・
ビ
ニ
ー
ル
の
破

損
は
町
全
体
で
35
棟
の
被
害
を
与
え
ま

し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
組
合
員
の
皆

さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
Ｊ
Ａ
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
強
靭
な
経
営
体
質
と
透
明
感

の
あ
る
組
織
運
営
に
向
け
て
新
た
に
第

９
次
地
域
農
業
振
興
計
画
を
掲
げ
、
経

営
理
念
と
協
同
組
織
に
結
集
す
る
組
合

員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
事
業
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
加
え
て
、
変
革
の
時
代
に

地
方
行
政
の
ご
支
援
、
各
連
合
会
関
係

組
織
の
日
ご
ろ
か
ら
の
ご
理
解
が
あ
っ
て

こ
そ
の
協
同
運
動
で
あ
り
、
重
ね
て
お

礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
町
の
気
象
の
推
移
と
作
物
の
生
育

状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
春
先
の
融
雪
が

遅
れ
た
影
響
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、

春
作
業
は
順
調
に
推
移
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
収
穫
を
目
前
に
し
て
、
８
月

下
旬
と
９
月
中
旬
の
降
雨
、
そ
の
一
方

で
、
干
ば
つ
と
不
順
な
天
候
に
悩
ま
さ

れ
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
コ
メ
の

作
況
で
は
北
海
道
１
０
７
に
対
し
て
上

川
１
０
８
と
豊
作
基
調
と
な
り
ま
し
た

が
、全
道
的
に
、青
未
熟
が
多
く
見
ら
れ
、

等
級
格
付
け
に
苦
慮
し
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。
平
成
25
年
に
導
入
致
し
ま
し

た
、
色
彩
選
別
機
を
有
効
に
活
用
し
全

量
一
等
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
主
力
品
目
の
一
つ
の
小

麦
で
あ
り
ま
す
が
、「
春
よ
恋
」
は
全
量

一
等
Ａ
ラ
ン
ク
を
確
保
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
高
た
ん
ぱ
く
傾
向
に
よ
り
、「
き

た
ほ
な
み
」
は
Ａ
ま
た
は
Ｃ
ラ
ン
ク
、「
ゆ

め
ち
か
ら
」
は
、
Ｃ
ラ
ン
ク
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
美
瑛
小
麦
工
房
な
ど
小
麦
の
振

興
施
策
と
し
て
取
組
み
を
進
め
て
お
り

ま
す
「
ゆ
め
ち
か
ら
」
の
等
級
基
準
の

見
直
し
に
つ
き
ま
し
て
は
引
き
続
き
国

に
対
し
要
請
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
畑
作
の
も
う
一
つ
の
主
力
品

目
の
ビ
ー
ト
で
あ
り
ま
す
が
、
本
町
の

10
ａ
あ
た
り
の
収
量
は
６
．
８
ト
ン
で

平
均
糖
分
17
．
５
を
確
保
し
良
好
な
推

移
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
振

興
作
物
の
一
つ
で
あ
る
ト
マ
ト
に
つ
き

ま
し
て
は
生
産
高
が
10
億
を
超
え
る
野

菜
の
主
力
品
目
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
と
町
の
支
援
を
受
け
ま
し
て
今
年
３

月
に
は
新
た
に
糖
度
セ
ン
サ
ー
を
完
備

し
た
「
ト
マ
ト
選
果
施
設
」
が
完
成
し

ま
し
た
。
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
振
興
作
物
の
加
工
玉
ね

第
64
回
通
常
総
代
会

開
会
あ
い
さ
つ
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ぎ
で
あ
り
ま
す
が
、
町
の
支
援
を
受
け

皮
む
き
選
別
ラ
イ
ン
を
導
入
し
、
増
反

推
進
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
平

成
27
年
に
お
い
て
も
国
の
交
付
金
に
よ

る
施
設
取
得
を
申
請
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

区
域
内
総
生
産
１
３
８
億

円
余
に
（
交
付
金
含
）

　

平
成
26
年
度
の
農
業
生
産
で
あ
り

ま
す
が
、
区
域
内
総
生
産
１
０
９
億
円

に
対
し
ま
し
て
１
０
８
億
３
７
０
０
万

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
他
、
経
営
所
得

安
定
対
策
交
付
金
で
あ
る
米
、
水
田
活

用
、
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
を
合

わ
せ
て
28
億
８
０
０
０
万
円
。
生
乳
補

給
金
１
億
３
４
０
０
万
で
あ
り
、
こ
れ

ら
二
つ
の
交
付
金
を
含
め
ま
す
と
、
総

額
で
１
３
８
億
５
２
０
０
万
円
と
い
う

実
績
で
ご
ざ
い
ま
す
。
販
売
取
扱
高

は
前
年
対
比
３
億
７
１
０
０
万
円
の
増

の
う
ち
１
０
１
億
７
９
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
購
買
事
業
の
供
給
で
は

前
年
対
比
１
億
６
０
０
０
万
円
減
の

62
億
８
０
０
０
万
円
。
金
融
事
業
の
貯

金
で
は
、
前
年
対
比
７
億
４
０
０
０
万

円
増
の
２
３
０
億
６
７
０
０
万
円
。

共
済
事
業
で
は
、
新
契
約
保
障
で

51
億
７
０
０
０
万
円
の
実
績
で
、
協

同
事
業
の
成
果
と
し
て
平
成
26
年

度
の
当
期
剰
余
金
に
つ
き
ま
し
て
は

１
億
８
４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
剰
余
金
処
分
案
に
つ
き
ま
し

て
は
、
議
案
の
中
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
事
業
を
通
じ
て
組
合

員
へ
の
利
用
還
元
を
前
提
に
、
自
己
資

本
比
率
を
は
じ
め
と
す
る
財
務
基
盤
の

強
化
、
農
業
経
営
の
健
全
性
な
ど
が
強

く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ご
理
解
を
賜
り
た

い
も
の
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
計
画
で
は
、
組
合
員

経
済
の
安
定
、
付
加
価
値
の
高
い
農
業

生
産
、
営
農
販
売
一
貫
体
制
の
確
立
、

総
合
力
の
発
揮
の
た
め
の
事
業
連
携
に

よ
る
農
業
支
援
体
制
の
強
化
、
女
性
の

Ｊ
Ａ
運
営
参
画
と
正
組
合
員
化
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
で
す
が
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
が
進
め
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
が

自
由
貿
易
と
し
て
主
張
す
る
関
税
撤
廃

要
求
が
賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り
懸
念
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
Ｊ
Ａ
改
革
に
関
し
て
、
政
府

は
規
制
改
革
を
閣
議
決
定
し
、
Ｊ
Ａ
組

織
の
自
己
改
革
を
求
め
る
内
容
を
示
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
農
業
、
Ｊ

Ａ
を
取
り
巻
く
情
勢
は
重
大
な
局
面
を

迎
え
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
一
丸

と
な
り
引
き
続
き
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
断
固

阻
止
に
向
け
た
強
力
な
運
動
展
開
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
己
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
組
合

員
の
収
益
向
上
の
取
組
み
と
し
て
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
さ
ら
な
る
追
及
と
新
た

な
価
値
の
創
出
、
組
合
員
の
努
力
が
適

切
に
反
映
さ
れ
る
販
売
手
法
の
構
築
、

生
産
資
材
の
コ
ス
ト
の
削
減
を
実
現
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
組
合
員
各
位

を
は
じ
め
、
青
年
部
、
女
性
部
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
セ
ス
会
な
ど
各
生
産
部
会
等
々

の
英
知
を
結
集
し
、
訪
れ
た
人
々
を
魅

了
す
る
、
農
業
が
作
り
上
げ
た
美
瑛
の

豊
か
な
自
然
か
ら
生
ま
れ
る
農
畜
産
物

が
、
必
ず
消
費
者
の
期
待
と
信
頼
に
応

え
て
い
け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
た
な
実
り
あ
る
美
瑛
の
農
村
社
会

を
目
指
し
、
組
織
の
勢
力
を
結
集
し
全

力
で
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
第
64
回

通
常
総
代
会
で
は
10
件
の
議
案
を
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に

ご
理
解
を
賜
り
な
が
ら
建
設
的
な
意
見

を
い
た
だ
い
て
、
総
代
会
運
営
に
特
段

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
開
会
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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役
員
改
選
／
新
た
な
体
制
で
運
営

新
常
勤
役
員
（　

 　
　

）
を
選
任

　新代表理事組合長
　就任にあたって

代表理事組合長　熊谷　留夫

　代表理事組合長の就任にあたり組合
員各位にご挨拶を申し上げます。
　過日開催の第 64 回通常総代会で新役
員が承認され、第 1 回理事会及び監事
会で常勤役員をはじめとして、新たな
運営体制が確認されました。大西前代
表理事組合長同様、よろしくご協力を
賜りたくお願い申し上げます。
　大西前代表理事組合長におかれまし
ては常勤役員として 15 年間、協同組織
の運営に挺身され、心よりお礼申し上
げる次第です。
　今、農業・ＪＡの諸環境は決して平
担ではなくＴＰＰの行方やＪＡ改革な
ど、美瑛農業の存廃に係る大きな課題
を抱え、協同組織が一丸となって難題
を乗り越える重要な時期となっており
ます。
　平成 30 年を最終年とする第９次地域
農業振興計画では、交付金等を含む農
業総生産を 155 億余と計画していると
ころでございます。ＪＡ事業は組合員
みなさんの経済に直結する大きな使命
を担っており、協同の理念を十分認識
し、目標の達成に向け役職員一丸となっ
て取組む所存です。組合員の皆さんを
はじめ関係各位のご理解ご指導を賜り
たく就任のご挨拶とさせて頂きます。

　

任
期
の
満
了
に
伴
っ
て
、
新
Ｊ
Ａ
役
員
が
第

64
回
通
常
総
代
会
で
承
認
さ
れ
、
４
月
７
日
開

催
の
第
１
回
理
事
会
、
同
監
事
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
代
表
理
事
組
合
長
に
は
熊
谷
留
夫
氏
が
選

第１回
理事会

役
員
改
選
／
新
た
な
体
制
で
運
営

新
常
勤
役
員
（　
　
　

）
を
選
任

任
さ
れ
、
専
務
理
事
に
浦
島
規
生
氏
、
常
務
理

事
に
北
野
和
男
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
監
事
会

で
は
代
表
監
事
に
山
本
英
之
氏
が
再
任
さ
れ
、

新
常
勤
監
事
に
は
吉
尾
豊
氏
が
就
任
し
、
新
た
な

役
員
体
制
で
Ｊ
Ａ
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

理　

事
（
敬
称
略
）

　

監　

事
（
敬
称
略
）

熊
くま

谷
がい

　留
とめ

夫
お

代表理事組合長
［新星第１］

浦
うら

島
しま

　規
のり

生
お

代表理事専務
［北瑛第３］

北
きた

野
の

　和
かず

男
お

常務理事
［東町１丁目］

神
かん

成
なり

　博
ひろ

美
み

理事・総務委員長・
農家経済対策特別委員
［新区画向上］

藤
ふじ

田
た

　元
もと

弘
ひろ

理事・業務委員長・
農家経済対策特別委員

［水沢新生］

真
さな

田
だ

　佳
よし

則
のり

理事・総務副委員長・
農家経済対策特別委員
［美田夕張］

村
むら

上
かみ

　聡
とし

和
かず

理事・業務副委員長・
農家経済対策特別委員
［中字莫別赤羽］

草
くさ

野
の

　恒
のぶ

之
ゆき

理事・業務委員・
農家経済対策特別委員長

［旭第２］

江
え

花
ばな

　秀
ひで

一
いち

理事・総務委員・
農家経済対策特別副委員長	
［瑠辺蘂共和］

米
まい

田
た

　浩
ひろ

幸
ゆき

理事・業務委員
［美沢共立］

櫻
さく

井
らい

　盛
もり

明
あき

理事（新）・業務委員
［藤野中央］

山
やま

田
だ

　剛
つよし

理事（新）・総務委員
［横牛第２］

吉
よし

井
い

　鉄
てつ

也
や

理事（新）・総務委員
［上宇莫別拓殖］

加
か

藤
とう

　護
まもる

信用担当理事・金融共済部長
［幸町４丁目］

山
やま

本
もと

　英
ひで

之
ゆき

代表監事
［旭第５］

吉
よし

尾
お

　豊
ゆたか

常勤監事（新）
［東神楽町］

柏
かしわ

倉
くら

　秀
ひで

伸
のぶ

監事
［美沢早崎］

太
おお

田
た

　満
みつる

監事
［瑠辺蘂第１］

福
ふく

田
だ

　弘
ひろ

行
ゆき

監事（新）
［俵真布中央］

組
合
長
・
専
務
・

常
監
・
信
担
理
事

組
合
長
・
専
務
・

常
監
・
信
担
理
事
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第1096号　平成27年5月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
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■代表理事組合長

大
おお

西
にし

　昭
あき

男
お

昭和51年６月に就任
平成14年６月に代表理事
組合長に就任
　【俵真布第１】

第１回理事会の報告
　4 月 7 日（火）

■議案審議事項
議案第 1 号　代表理事組合長及び専務理事並びに常務理事の選

任について
・協議の上、新役員が決定しました。
議案第 2 号　総務委員会・業務委員会・経済対策特別委員会委

員の選任及び農業委員会並びに子会社・関係団体等
の役員・委員の推薦について

・原案どおり承認されました。
議案第 3 号　平成 27 年度理事報酬の決定について
・原案どおり承認されました。
議案第 4 号　非常勤理事の使用人兼務の決定について
・原案どおり承認されました。
議案第 5 号　退職理事に対する退職慰労金の支給方法および支

給時期について
・原案どおり承認されました。
議案第 6 号　総代選挙・選挙管理者・投票管理者及び開票管理

者の選任について
・原案どおり承認されました。
議案第 7 号　常勤役員事務引継に伴う立会人の選任について
・原案どおり承認されました。
議案第 8 号　行政庁提出の業務報告書について
・原案どおり承認されました。
議案第 9 号　加工玉葱加工施設施行委員会の設置について
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①給与特別委員会の構成について
②理事の地区分担について

第 36 回理事会の報告
　3 月 17 日（火）

■議案審議事項
議案第 1 号　平成 26 年度定例自治監査による期末監査結果に

ついて
・協議の上、新役員が決定しました。
議案第 2 号　全国監査機構期末監査に係る結果について
・原案どおり承認されました。
議案第 3 号　平成 26 年度事業報告、貸借対照表、損益計算書、

剰余金処分（案）及び注記表、附属明細書の承認に
ついて

・原案どおり承認されました。
議案第 4 号　第 64 回通常総代会開催に係る承認事項について
・原案どおり承認されました。
議案第 5 号　第 64 回通常総代会の提出議案について
・原案どおり承認されました。
議案第 6 号　平成 27 年度信用供与等の最高限度額の設定につ

いて
・原案どおり承認されました。
議案第 7 号　平成 27 年度貸付金利率の最高限度について
・原案どおり承認されました。
議案第 8 号　平成 27 年度理事に対する貯金担保等の貸付につ

いて
・原案どおり承認されました。
議案第 9 号　平成 27 年度余裕金の運用方針及び運用方法につ

いて
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①第 60 回地区懇談会の意見集約結果について
②経営安定化積立金（定款第 67 条第 1 項に定める目的積立金）

の設定について
③平成 27 年度振興対策組合員等のクミカン口による資金供給

枠の設定について
④反社会的勢力排除対応先対処方針について
⑤退職職員に対する退職功労金の支給について

  

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

         

理
事
３
名
・
監
事
２
名

　

平
成
27
年
４
月
開
催
の
第
64
回
通
常
総
代

会
を
も
ち
ま
し
て
別
掲
の
役
員
（
理
事
３
・

監
事
２
）
が
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
事
業
の
推
進
に
役
割
を
発
揮
頂
き
ま
し

た
。
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。（
役
職
名
は
前

職
で
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
）

　退任のごあいさつ
前代表理事組合長　大西　昭男

　春作業が本格化する中、組合員各位には
余念のない作業の事と推案致します。４月
６日開催の第 64 回通常総代会をもちまし
て代表理事組合長を退任させて頂く事とな
りました。組合員の皆さんをはじめ関係機
関のご厚情にお礼を申し上げる次第です。
　私は前会長理事の遠藤秀孝氏と同期の昭
和 51 年に監事という立場で協同運動に携
わらせて頂きました。以来、39 年間の永
きに亘り務めさせて頂きました。
　昭和 50 年代は水田の生産調整等、農業
の変革期で思い起せば万感のものがありま
す。最近では農業・ＪＡに関わる“岩盤規制”
を改革する事と称し全中の組織の見直しな
どが強行に進められようとしております。
　また、ＴＰＰの行方も非常に気になると
ころで重要５品目については、何としても
国会決議に従い交渉に望み、場面によって
は脱退も辞さない対応を切望するものであ
ります。ＪＡ事業は組合員各位の経済を支
える大きな役割を担っております。
　高収益作物・振興作物の定着など、目的
達成に向けて、熊谷新組合長を中心に推進
を願いますとともに、ご厚情に感謝を申し
上げる次第です。ありがとうございました。

■監事

小
お

口
ぐち

　利
とし

雄
お

平成21年４月に就任
【横牛第２】

■常勤監事

橋
はし

爪
づめ

　正
まさ

富
とみ

平成18年４月に就任　
【旭川市神楽岡】

■理事／
業務副委員長・
農家経済対策特別委員

堀
ほり

内
うち

　壮
さかん

平成21年４月に就任
　【藤野第２】

■理事／
業務委員長・
農家経済対策特別委員

稲
いな

川
がわ

　昇
のぼる

平成３年６月に就任
　【上宇莫別藤山】

退任
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総
代
選
挙
規
程
に
従
い
選
任
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
新
総
代
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
総
代
は
、
選
挙
す
べ
き
総
代
と
候
補
者
が
同
数
で
し
た
の
で
投
票
す
る
こ
と
な
く

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
30
年
４
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
第
１
選
挙
区　
　
定
数
27

佐　

藤　

晋　

一　
　

髙　

橋　

惣
四
郎

藤　

田　

昇　

一　
　

富　

永　

文　

夫

金　

子　

松
太
郎　
　

新　

田　

博　

之

佐　

藤　

孝　

弘　
　

目　

黒　

信　

一

小
野
寺　

孝　

之　
　

太　

田　

裕　

範

横　

山　

茂　

弘　
　

外　

山　

貴　

司

村　

上　

寿　

裕　
　

成　

田　

敦　

志

大　

西　

弘　

樹　
　

横　

山　

貴　

泰

菅　

野　
　
　

誠　
　

寺　

島　

勝　

明

大　

波　

充　

宏　
　

松　

本　

真　

一

沼　

倉　
　
　

務　
　

川　

村　

信　

博

佐　

藤　

文　

彦　
　

森　

島　

宏　

和

小　

西　

良　

廣　
　

墫　

野　
　
　

豊

鎌　

上　

義　

男

■
第
２
選
挙
区　
　
定
数
14

大　

瀧　

輝　

光　
　

菅　

原　

誠　

一

北　
　
　

昭　

敏　
　

柿　

崎　

紀　

宏

管　

野　

豊　

一　
　

大　

場　
　
　

男

笠　

原　

信　

夫　
　

鈴　

木　

正　

明

渡　

部　

良　

広　
　

青　

木　

俊　

之

二
ノ
倉　

雅　

之　
　

熊　

谷　

寛　

樹

坂　

口　

利　

光　
　

芳　

賀　

貴　

康

■
第
３
選
挙
区　
　
定
数
21

木　

本　

盛　

育　
　

渡　

部　

博　

之

北　

谷　

政　

行　
　

佐　

藤　

友　

昭

末　

岡　

幸　

一　
　

古　

川　

勝　

義

高　

山　

英　

男　
　

渡　

辺　

武　

志

小　

川　

恭　

弘　
　

古　

川　

智　

章

西　

野　

正　

史　
　

舟　

山　

智　

章

酒　

本　

和　

明　
　

石　

川　

公　

久

酒　

本　

徳　

志　
　

大　

島　

一　

之

田　

代　

大　

樹　
　

山　

井　
　
　

恒

谷　
　
　

秀　

雄　
　

村　

上　

雅　

紀

多　

田　
　
　

茂

■
第
４
選
挙
区　
　
定
数
27

柴　

口　

正　

行　
　

田　

嶋　

知　

樹

藤　

田　

真　

章　
　

田　

島　

直　

哉

野　

田　

幸　

伸　
　

寺　

前　

道　

幸

佐
々
木　

三　

郎　
　

畑　

中　
　
　

守

岩　

田　

克　

彦　
　

水　

口　

征　

人

木　

内　
　
　

進　
　

木　

川　

政　

信

山　

岸　

敬　

貴　
　

上　

田　

雅　

樹

角　

和　

浩　

幸　
　

佐　

藤　

昌　

敏

高　

谷　

和　

秀　
　

河　

村　

紀　

明

尾　

形　

安　

雄　
　

古　

村　

将　

喜

河　

村　

尚　

洋　
　

樋　

坂　

秀　

行

村　

形　

博　

教　
　

岡　

田　

直　

和

村　

形　

勇
樹
雄　
　

大　

西　

啓　

友

大　

庭　

亮　

一

■
第
５
選
挙
区　
　
定
数
21

野　

村　

浩
太
郎　
　

広　

木　

清　

一

寺　

口　

方　

水　
　

大　

坪　

正　

明

長
谷
川　

勝　

洋　
　

関　

口　

茂　

樹

中　

西　

文　

則　
　

齊　

藤　

重　

男

福　

本　

博　

昭　
　

齊　

藤　
　
　

渉

田　

辺　

和　

宏　
　

森　

山　

一　

夫

戸　

屋　

春　

美　
　

加　

藤　

裕　

昭

坂　

上　

善　

彦　
　

石　

黒　
　
　

誠

岩　

織　
　
　

清　
　

水　

本　

昌　

孝

鈴　

木　

隆　

之　
　

小　

崎　

勝　

幸

宮　

沢　

昌　

寿

■
第
６
選
挙
区　
　
定
数
23

近　

藤　

富　

治　
　

蜂　

谷　

英　

昭

沢　

尻　

博　

昭　
　

赤　

間　

辰　

雄

中　

野　

隆　

司　
　

野
老
山　

直　

樹

照　

本　

剛　

剰　
　

角　

田　

博　

美

増　

山　

敏　

之　
　

永　
　
　

英　

樹

平　

間　

初　

美　
　

安　

東　

儀　

法

遠　

藤　

和　

明　
　

石　

原　

啓　

吾

藤　

原　
　
　

哲　
　

竹　
　
　

宣　

博

大　

場　

慎
太
郎　
　

丹　

野　
　
　

勉

藤　

原　
　
　

豪　
　

橋　

本　

大　

輔

佐　

渡　

了　

二　
　

服　

部　
　
　

悟

佐　

藤　

友　

則

■
第
７
選
挙
区　
　
定
数
18

大　

原　
　
　

健　
　

嵯　

城　

裕　

之

林　
　
　

大　

祐　
　

早　

坂　

日
出
二

森　

平　

敏　

文　
　

神　

成　

一　

弘

甲　

野　

晴　

揮　
　

安　

藤　

友　

哉

下　

司　

和　

広　
　

鈴　

木　

茂　

美

藤　

田　

猛　

夫　
　

山　

崎　

岳　

史

道　

藤　

雅　

弘　
　

坂　

田　

昌　

則

前　

田　

和　

寛　
　

山　

下　

智　

也

餌　

取　

政　

司　
　

餌　

取　

勝　

美

■
第
８
選
挙
区　
　
定
数
31

白　

田　

安　

弘　
　

田　

原　

勝　

彦

餌　

取　
　
　

潤　
　

相　

沢　

福　

治

佐　

藤　

賢　

二　
　

鈴　

木　

福
太
郎

山　

崎　

智　

明　
　

通　
　
　

明　

秀

小　

口　

勝　

義　
　

太　

田　
　
　

收

渡　

邉　

勝　

利　
　

辻　
　
　

英　

則

山　

崎　

裕
一
郎　
　

石　

黒　

智　

也

丸　

山　

政　

明　
　

上　

村　

昌　

規

中　

井　

潤　

一　
　

松　

原　

直　

巳

浦　
　
　
　
　

薫　
　

浦　
　
　

孝　

弘

相　

内　

幸　

春　
　

岩　

崎　

広　

志

内　

田　

一　

之　
　

佐　

藤　

孝　

之

佐　

藤　
　
　

優　
　

吉　

井　

泰　

博

入　

江　

光　

彦　
　

北　

村　

光　

男

守　
　
　

勇　

次　
　

佐　

藤　

章　

憲

松　

添　

信　

次

■
第
９
選
挙
区　
　
定
数
25

渡　

邉　

陽　

介　
　

小　

口　

利　

雄

畠　
　
　

英　

哲　
　

阪　

上　

元
次
郎

喜　

多　

順　

一　
　

鎌　

田　

法　

夫

松　

家　

貴　

宏　
　

笠　

井　

勝　

則

鎌　

田　

和　

孝　
　

坂　

田　

義　

彦

岡　

田　

文　

明　
　
ピ
ン
テ
ィ
リ
エ
ラ
ズ
バ
ン
ジ
ョ
ー
ジ

舟　

木　

正　

登　
　

白　

川　

徳　

明

中　

村　
　
　

勉　
　

谷　

本　

憲　

一

宮　

島　
　
　

穏　
　

平　

松　

勇　

人

友　

田　

秀　

俊　
　

西　

條　
　
　

誠

畑　

野　

清　

春　
　

稲　

辺　
　
　

進

山　

田　

繁　

喜　
　

平　

川　

正　

昭

宮　

崎　

義　

松

■
第
10
選
挙
区　
　
定
数
23

三
田
村　

守　

夫　
　

田　

中　

康　

明

岡　

本　
　
　

透　
　

柴　

垣　

浩　

之

天　

草　

千　

晶　
　

松　

田　
　
　

力

田　

村　

範　

夫　
　

長　

田　

智　

之

竹　

中　
　
　

節　
　

澤　

田　

勝　

利

澤　

田　

拓　

也　
　

田　

中　

富　

郎

柚　

木　

壮　

太　
　

谷　

口　

一　

夫

稲　

場　

敏　

之　
　

上　

田　

浩　

司

稲　

場　

紘　

一　
　

草　

野　

好　

博

鴻　

上　

昌　

宏　
　

岩　

根　

昭　

彦

平　

間　

貞　

男　
　

大　

森　
　
　

茂

米
内
山　

義　

浩　
　

■
第
11
選
挙
区　
　
定
数
10

菅　

野　
　
　

恵　
　

杉　

山　

直　

人

松　

村　

義　

昭　
　

長
谷
川　
　
　

宏

石　

川　

秀　

幸　
　

横　

山　
　
　

智

野　

口　

和　

久　
　

早　

坂　

清　

彦

川　

﨑　

章　

道　
　

辻　
　
　

大　

輔

　
　
新
総
代
２
４
０
名
が
決
ま
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
運
営
を
協
同
歩
調
で
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第1096号　平成27年5月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

【全体運】のんびりできそう。ハイキングやガーデ
ニングなど、自然に親しむ好機です。趣味仲間
との交流も、良い刺激に

【健康運】おいしくて食べ過ぎがち。体を動かして
【幸運を呼ぶ食べ物】夏ミカン

【全体運】新しいことを始めるチャンスです。過去
にできなかったことへの再トライも正解。アク
ティブに行動しましょう。

【健康運】運動前に準備体操を。柔軟性を高めて
【幸運を呼ぶ食べ物】ゼンマイ

【全体運】気配り上手を目指すことで、つきが巡っ
てくる予感。誰にでも親切に接して。センスアップ
には芸術鑑賞が◎

【健康運】うっかりでのけがに注意。油断大敵です
【幸運を呼ぶ食べ物】アジ

【全体運】新しい人脈を開拓できる時期。飲み会や
オフ会などには気軽に顔を出して。ツアー旅行に
参加してみるもの幸運

【健康運】ストレッチなどで軽く体を動かすと好転
【幸運を呼ぶ食べ物】ホタルイカ

【全体運】つまらない意地を張りがち。素直さが開
運の呼び水に。部屋の隅に積み上げた雑誌など
を片付けるのもラッキー

【健康運】すぐにイライラしそう。笑顔をモットーに
【幸運を呼ぶ食べ物】ワカメ

【全体運】活動的になれるはず。アウトドアレ
ジャーやスポーツを楽しむなど、アクティブに！
好奇心を生かすとグッド

【健康運】体質改善や筋力増強に最適。目標設定を
【幸運を呼ぶ食べ物】ニンニク

【全体運】やみくもにビッグチャンスを狙うより、
地道な活動を重ねた方が好結果に。リフレッシュ
には神社巡りが一押し

【健康運】ウォーキングが健康を引き寄せる鍵に
【幸運を呼ぶ食べ物】ソラマメ

【全体運】センスアップに向いています。積極的
に美しいものに触れて。趣味や習い事はクリエー
ティブなものに注目を

【健康運】疲れを感じやすい月。良質な睡眠が必須
【幸運を呼ぶ食べ物】ウニ

【全体運】ちょっとした出来事でピリピリしやすい
よう。周囲への小言が増えると、もめる原因に。
見守る気持ちを大切に

【健康運】健康法に凝りがち。自然体がベストです
【幸運を呼ぶ食べ物】サンショウ

【全体運】楽しいことが増える気配。気の合う仲間
たちと和気あいあいと過ごして。飲み会の幹事
役もやってみる価値あり

【健康運】スポーツを始めれば上達が早く満喫可能
【幸運を呼ぶ食べ物】ニラ

【全体運】珍しく感情的になりやすい暗示。深呼吸
で心を静めて。寝室の掃除をすると気分もスッキ
リ。運気アップへ

【健康運】ストレスを感じやすいかも。気分転換を
【幸運を呼ぶ食べ物】シイタケ

【全体運】コミュニケーション能力が活性化。苦
手な人とも臆せず会話ができそう。話題のスポッ
トに足を運ぶのも発見多し

【健康運】まずまずの期間。軽い運動を続けてみて
【幸運を呼ぶ食べ物】カツオ

5

☆
当
選
者
は

佐　

藤　

淳　

子 

さ
ん

早　

坂　

裕　

子 

さ
ん

河　

村　

五
月
美 

さ
ん

佐　

藤　

寿
志
子 

さ
ん

河　

村　

ア
イ
子 

さ
ん

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
６
月
10
日
は
―
―
の
記
念
日

②
に
ょ
ろ
り
と
長
い
胴
を
持
つ
小
動

物
③
男
女
が
出
会
っ
た
途
端
に
落
ち
る

こ
と
も

④
関
東
で
は
養
殖
の
ブ
リ
、
関
西
で

は
若
い
ブ
リ
を
こ
う
呼
び
ま
す

⑤
易
者
が
占
い
に
使
う
細
い
棒

⑦
傘
を
忘
れ
た
の
で
軒
先
を
借
り
て
…

⑪
ま
つ
げ
に
塗
る
化
粧
品

⑬
割
、
分
、
厘
の
さ
ら
に
下

⑮
現
在
を
挟
ん
で
過
去
と
は
反
対
側

⑰
み
そ
汁
に
よ
く
入
れ
ら
れ
る
海
藻

⑲
―
―
に
就
い
て
、
用
意
、
ド
ン
！

㉑
―
―
詰
め　

ガ
ラ
ス
―
―　

　

ビ
ー
ル
―
―

①
日
本
で
は
水
洗
化
が
進
ん
で
い
ま

す
③
足
袋
に
付
い
て
い
る
金
具

⑥
方
位
磁
針
の
Ｎ
極
が
指
す
方
角

⑦
は
っ
き
り
し
な
い
―
―
模
糊
（
も

こ
）
と
し
た
状
態

⑧
―
―
海
流
と
も
呼
ば
れ
る
親
潮

⑩
６
月
の
第
３
日
曜
日
は
―
―
の
日

で
す

⑫
漢
字
で
書
く
と
軍
鶏　

ニ
ワ
ト
リ

の
一
種
で
す

⑭
す
ず
り
で
す
り
ま
す

⑯
ア
ン
デ
ル
セ
ン
や
グ
リ
ム
兄
弟
が

著
し
た
も
の

⑱
ご
ま
な
ど
を
油
を
ひ
か
ず
に
加
熱

す
る
こ
と

⑳
梅
雨
時
は
食
物
や
浴
室
に
生
え
や

す
く
な
り
ま
す

㉒
レ
イ
シ
と
も
い
わ
れ
る
果
物

㉓
ワ
タ
の
種
子
か
ら
取
っ
た
繊
維　

あ
る
い
は
そ
れ
で
織
っ
た
布

Ａ
→
Ｅ
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第1096号　平成27年5月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

「トラクター」の安全作業のために…。

研修センター　☎ 92-0588

FARM LAND からのお知らせ

☎ 92-3455　FAX92-3488

１．徹底すべき対策
　（1）農業機械にエンジンキーを挿したまま放置しない。
　（2）田畑、農道等の住居から離れた場所やハウス内に農

業機械を放置せず、農業機械を施錠の上、施錠され
た倉庫等に保管する。

２．有効と考えられる対策
　（1）農業機械に警報器、ハンドルロック等の盗難防止用

品を装着する。
　（2）倉庫等に、防犯灯（センサー付ライト）、防犯カメラ、

防犯警報器等を設置する。
　（3）倉庫のシャッター前、敷地の出入口等、想定される

通路にトラック等の障害物を置く。
３．盗難被害に対する備え
　　農業機械の機体番号等が記載された書類を保管する。
４．盗難に遭った場合の対応
　　速やかに最寄の警察署等に届け出るとともに、Ｊ A や

販売店に情報提供する。

近年、農業者が保有する農業機械の盗
難の被害が多数発生しています！

盗難による被害を防止するための
農業機械の適正な保管について

研修センター　☎ 92-0588

農機協

転倒・転落・衝突事故に注意！

防止策
●斜面や路肩でのＵ字旋回や斜め走行は、転倒の危険が

大きくなりますので注意してください。
●圃場の退出時は作業機を下げて、傾斜に対して直角の

向きで退出してください。
●畔や突起物の乗越えでは、後輪の 1/4 以上の高低差

がある所は避けるか、あゆみ板を使用してください。
●左右独立ブレーキの付いた機械では、走行、登降坂、畔

越え時には、左右のブレーキペダルを連結してください。
●走行開始時や作業開始時にはクラクションを鳴らし、

周りの作業者に注意を促してください。

農機協
ホクレンＳＳ　GW キャンペーン！

ホクレン美瑛北町給油所　☎ 92-2157

　ホクレンＳＳ（給油所）
では、管内給油所統一イベ
ントとして、ＧＷキャンペ
ーンを下記の内容にて実施
いたします。

期間　5 月１日（金）～５月６日（水）の６日間
時間　8:00 ～ 18:00
場所　美瑛北町ＳＳ・美瑛大町セルフＳＳ
内容　期間中、店頭給油 10 リットル以上で箱ティッシュ

プレゼント！※ 10㍑ごとに１箱（※最大５箱）

噴霧器ご購入を考えている方に耳よりの情報です！
背負い式手動噴霧器をお買い上げの
お客様には
除草剤サンフーロン 500㎖を１本
ﾊﾞｯﾃﾘｰ・ｴﾝｼﾞﾝ噴霧器をお買い上げの
お客様には
除草剤サンフーロン 500㎖を２本

　　プレゼント！
　　　お気軽にご来店ください！

今年も数量限定で販売します！
草刈チップソー
 　　『コンドルブラック』を

1 枚　￥2,376（税込）のところ
3 枚購入で￥6,480（税込）

（1 枚あたり￥2,160）

工進　バッテリー噴霧器
　　　  LS-15　￥39,960（税込）
丸山　バッテリー噴霧器
　MSB-1100i　￥43,488（税込）

さらにミニラジコンヘリ、もし
くはガソリン携行缶のどちらか
をプレゼント！

先着順ですのでお早めに！※写真はイメージです
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ゴールデンウィーク期間中の
ＡＴＭ利用時間のご案内

地域みんなで進めよう農作業安全 !!

　ゴールデンウィーク期間中のＡＴＭ ( ホクレンショップ
びえい店 ) のご利用時間は、下記の通りとさせていただき
ますので、ご理解いただきますようお願いします。

利　用　時　間
５月 2 日（土） 9：30 ～ 17：00
５月３日（日） 9：30 ～ 17：00
　　４日（月） 休　　止
　　５日（火） 休　　止
      ６日（水） 9：30 ～ 17：00

  

◎ジョイントカバーアッセンブリ又はカバー付ジョイント
 助成金額3,000円（税抜）

◎ジョイントカバー片側又はカバー付ジョイント片側
 助成金額1,500円（税抜）

　（※ジョイントカバー・PTOジョイントはタイプによって価格が違います）
◎低速車マーク    ………………通常販売価格4,000円（税抜）

　　 　　助成金額1,500円（税抜）
◎回転灯    ………………………通常販売価格7,500円（税抜）

　　　 　助成金額1,500円（税抜）
◎トレーラライトセット…………………………………………

　　　通常販売価格8,400円～13,500円（税抜）
助成金額1,500円（税抜）

（※トレーラライトセットはタイプによって価格が違います）
◎バックモニター…………通常販売価格37,905円（税抜）～

　　　助成金額1,500円（税抜）
◎バックモニター用増設カメラ………………………………

　通常販売価格23,000円（税抜）～
　　　助成金額1,500円（税抜）

◎バックブザー ………………通常販売価格　5,200円（税抜）
　　　　助成金額1,500円（税抜）

農機協

農機協では農作業事故や交通事故を未然に防止する為、
ジョイントカバー等の購入に対して助成を致します。

今年度より、ジョイントカバー片側又はカバー付ジョイント
片側も助成の対象にしました。研修センターはもちろん、他
の農機具会社等、ＪＡ経由で購入される場合も助成していま
す。

研修センター　☎ 92-0588

営農部　営農相談課　☎ 68-7014
　　　　畜産販売課　☎ 68-7012

課長　小
こ

崎
ざき

 裕
ゆう

司
じ

【担当地区】
旭、横牛、朗根内、俵真布

【畜産販売課からのお知らせ】

貯金共済課　金融店舗☎ 92-4325

中田　悦男
（なかた　えつお）

営農部畜産販売課では
新たに「営農技術相談
員」を配置しましたの
で、よろしくおねがい
します。

係  我
あ

妻
づま

　孝
たか

治
はる

【担当地区】
新星、福富・三愛、水沢、原野、
新区画、置杵牛

係長　神
かん

藤
とう

　陽
よう

一
いち

【担当地区】
大村、美田、北瑛、藤野

係　河
かわ

上
かみ

　慶
けい

太
た

【担当地区】
美馬牛、ルベシベ、二股、五稜

係  手
て

塚
づか

　和
かず

義
よし

【担当地区】
美沢、明治、宇莫別
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■ＪＡ事業の１年に区切りをつけ、新たな美瑛町農業の方向を確
認する第６４回通常総代会が終了しました。春作業が一気に進み、
小麦の追肥・育苗作業に活気が戻ってきました。■しかし一方で、
安閑としてはいられない春の訪れがあります。ＴＰＰは情報開示
をしないまま秘密裏に日米双方で交渉が進められ、すでに大詰め
の交渉とも伝えられていますが、内容は定かではありません。■
国会決議された重要５品目が関税撤廃されると、北海道農業の存
続は非常に難しく、安易な妥協は許されません。■食料は自分の
国で確保するという大前提を忘れてはなりません。

749 人

1,834 人

230 億２千万円

68 億６千万円

 11 億 0 千万円

37 億８千万円
（平成 27 年 3 月末）

発生件数　　0 件（３件）　《 1 件》
　　負傷　　0 人（３人）　《 1 人》
　　死亡　　0 人（０人）　《 0 人》

（　）は 27 年度累計　《　》は昨年同期累計

（4月 20日現在）

5

　２日（土）「丘のくら」まつり

３日（日） 憲法記念日

　４日（月） みどりの日

　５日（火） こどもの日

　６日（水） 振替休日

８日（金） とまと生産部会全体会議

25日（月） 畑作３部会現地研修会（26日）

平
成

27年
5月

1日（
毎

月
1回

発
行

）
昭

和
45年

3月
5日

第
3種

郵
便

物
認

可
毎

月
1日

発
行

1096

職
員
の
動
き

定
期
人
事
異
動

■
管
理
統
括
部
長
（
営
農
部
長
）	

渡
辺　

和
也

■
営
販
統
括
部
長
（
販
売
部
長
）	

佐
々
木
一
誠

■
総
務
部
長

　
（
金
融
共
済
部
金
融
店
舗
店
長
）	

中
村　

紀
之

■
総
合
企
画
部
長
兼
務
監
査
室
長

　
（
総
務
部
長
兼
監
査
室
長
）	

鈴
木　

勝
也

■
営
農
部
長
（
営
農
部
経
営
相
談
課
長
）	

山
田　

直
樹

■
販
売
部
長
（
販
売
部
販
売
企
画
課
長
）	

中
橋　

勇
治

■
総
合
企
画
部
企
画
課
長

　
（
販
売
部
販
売
企
画
課
係
長
）	

井
上　

匡
史

■
金
融
共
済
部
金
融
店
舗
店
長

　
（
販
売
部
農
産
施
設
課
長
）	

酒
井　

公
彦

■
営
農
部
営
農
相
談
課
長

　
（
販
売
部
青
果
販
売
課
係
長
）	

小
崎　

裕
司

■
販
売
部
青
果
販
売
課
長

　
（
購
買
部
生
産
資
材
課
長
）	

中
野　
　

宏

■
販
売
部
農
産
施
設
課
長

　
（
購
買
部
生
産
資
材
課
係
長
）	

野
尻　

和
典

■
購
買
部
生
産
資
材
課
長

　
（
購
買
部
生
産
資
材
課
係
長
）	

大
市　

和
明

■
総
務
部
付
係
長
美
瑛
町
農
業
振
興
機
構

　
（
営
農
部
畜
産
販
売
課
）	

山
本　

穂
澄

■
金
融
共
済
部
貯
金
共
済
課
係
長

　
（
金
融
共
済
部
貯
金
共
済
課
主
任
）	

清
治　

幸
生

■
金
融
共
済
部
貯
金
共
済
課
係
長

　
（
金
融
共
済
部
貯
金
共
済
課
主
任
）	

谷
口　

朋
子

定期人事異動
　（４月１３日付）

　　販売力の強化に
　　　　機構の見直し
　平成 27 年度の定期人事異動

が行われました。併せて新事業
年度の目標達成や平成 30 年を
目標年とする地域農業振興計画
（第９次中期５カ年）の着実な実
施に向け機構の見直しを行いま
した。
　特徴的なものは、部課長制を
前提に、総務部門と販売戦略の
円滑な推進に新たに設けた総合
企画部門を統括する「管理統括
部長」、営農と販売部門の連携を
強化する「営販統括部長」を新
設した内容です。異動の内容は
別記の通りです。

■
金
融
共
済
部
貯
金
共
済
課
係
長

　
（
金
融
共
済
部
貯
金
共
済
課
主
任
）	

鹿
島　

誉
大

■
営
農
部
畜
産
販
売
課
係
長

　
（
購
買
部
生
産
資
材
課
主
任
）	

髙
橋　

亨
枝

■
購
買
部
生
産
資
材
課
係
長

　
（
監
査
室
係
長
）	

大
滝　

麻
美

■
購
買
部
生
産
資
材
課
係
長

　
（
金
融
共
済
部
貯
金
共
済
課
主
任
）	

三
木　

信
吾

■
総
合
企
画
部
付
主
任

　
（
販
売
部
販
売
企
画
課
）	

中
村　

英
司

■
総
合
企
画
部
付
主
任

　
（
販
売
部
販
売
企
画
課
主
任
）	

小
椋　
　

聡

■
販
売
部
農
産
施
設
課
主
任

　
（
販
売
部
農
産
施
設
課
）	

鎌
田　
　

陽

■
購
買
部
農
業
機
械
課
主
任

　
（
購
買
部
農
業
機
械
課
）	
山
田
健
太
郎

■
監
査
室
（
総
務
部
管
理
課
）	
天
野　
　

瑛

■
総
務
部
管
理
課

　
（
営
農
部
畜
産
販
売
課
）	

六
鹿　

舞
子

■
総
合
企
画
部
企
画
課

　
（
販
売
部
販
売
企
画
課
）	

工
藤　

優
佳

■
金
融
共
済
部
経
済
対
策
課

　
（
総
務
部
付
美
瑛
町
農
業
振
興
機
構
出
向
）	

友
田　

博
明

■
販
売
部
青
果
販
売
課

　
（
営
農
部
経
営
相
談
課
）	

眞
鍋　

啓
太

■
購
買
部
生
産
資
材
課

　
（
販
売
部
農
産
施
設
課
）	

吉
川　
　

晃

■
総
合
企
画
部
企
画
課
（
新
規
採
用
）	

菅　
　

章
貴

■
金
融
共
済
部
融
資
課
（
新
規
採
用
）	

太
田
香
緒
里

■
営
農
部
営
農
相
談
課
（
新
規
採
用
）	

河
上　

慶
太

■
営
農
部
営
農
相
談
課
（
新
規
採
用
）	

髙
橋
は
る
か

■
販
売
部
青
果
販
売
課
（
新
規
採
用
）	

江
花　
　

彩

熊
谷

留
夫

総
合

企
画

部


